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地
域
美
化
活
動
が
世
界
に
も
た
ら
す
笑
顔

・

秋
田
県
大
仙
市
立

大
曲
南
景
ｆ
１
１
）中
学
校
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他国 の現状 を 自分事 こ フて

捉 え視野 が広が る生徒
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子
発
な
ら
か
、
保
護
者
と
行
う
ア
ル
ミ

缶

・
古
紙
回
収
だ
。
生
徒
が
事
前
に
告

知
の
チ
ラ
シ
を
作
り
、
地
域
の
各
戸
に

津
軽
半
島
に
位
置
す
る
同
校
で
は
、

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
環
境
や
地
場
産
業

を
生
か
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。毎

年
、
海
開
き
の
前
に
取
り
組
む
の
が
地

配
布
し
、当
日
は
、高
齢
者
宅
に
出
向
き

回
収
を
手
伝
う
。

ま
た
い
校
区
の
２
つ
の
小
学
校
と
と

も
に
道
路
周
辺
の
清
掃
に
励
ん
だ
り
、

地
域
憩
い
の
場
で
あ
る

「川
港
親
水
公

園
」
で
、住
民
と
協
働
で
美
化
活
動
も
率

先
し
て
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
ベ
ー
ス
と
な

り
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ

て
か
ら
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

（持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
）
の
視
点
を
重
視
。

「食
育
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
「
国
際
教

育
」
を
テ
ー
マ
に
、活
動
を
深
化
さ
せ
て

い
る
。食
育
で
は
、給
食
残
さ
で
作
っ
た

肥
料
で
、
住
民
の
指
導
を
得
な
が
ら
野

菜
栽
培
な
ど
に
挑
む
。
地
域
の
主
産
業

が
農
業
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
生

徒
は
、近
隣
の
ス
ー
パ
ー
で
、食
品
ロ
ス

防
止
状
況
の
間
き
取
り
調
査
を
し
た
。

さ
ら
に
、
環
境
問
題
を
扱
っ
た
講
演

会
を
開
催
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る

講
師
が
現
状
を
報
告
。
そ
の
生
の
声
を

生
か
そ
う
と
、
生
徒
は
他
国
で
起
き
て

い
る
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
２
０
２
２
年
度
は
、気
候

変
動
下
で
起
き
て
い
る
キ
リ
バ
ス
の
現

状
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
実
施
。

そ
の
後
、
キ
リ
バ
ス
の
中
学
生
と
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
を
続
け
る
中
で
、
自
分
た

ち
の
地
域
を
流
れ
る
川
が
汚
い
と
、
世

界
の
海
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
を

痛
感
し
た
。
身
近
な
川
を
清
掃
す
る
こ

と
で
、海
が
き
れ
い
に
な
り
、キ
リ
バ
ス

の
幸
せ
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

佐
藤
美
音

（み
の
ん
）
さ
ん

（中
３
）

は
、
「国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
物
事
を
実
践
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
、
多
く

の
人
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
む
。
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Ч
″
の
精
神
が
胸
に
刻
ま
れ

て
い
る
。

域
の
名
所
、
「玉
松
海
水
浴
場
」
と
「玉
松

台
」
の
清
掃
活
動
で
、全
校
生
徒
や
老
人

ク
ラ
ブ
、
蓬
田
村
漁
協
な
ど
総
勢
約
１

５
０
人
が
参
加
す
る
村
の

一
大
行
事

だ
。
　
　
　
　
　
・

住
民
と
交
流
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
で
、
村
民
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え

る
中
、
生
徒
は
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ

る
漁
業
の
体
験
学
習
も
実
施
。
漁
協
の

協
力
の
下
、漁
船
で
沖
合
に
向
か
い
、養

殖
ホ
タ
テ
の
水
揚
げ
体
験
を
行

っ
た

後
、
ホ
タ
テ
の
選
別
法
や
生
態
を
学
ん

で
い
る
。最
後
は
、住
民
の
指
導
を
得
な

が
ら
刺
身
、
バ
タ
ー
焼
き
な
ど
の
調
理

に
挑
戦
。

漁
業
が
盛
ん
な
地
域
だ
が
、
漁
船
に

乗
っ
た
こ
と
も
、
港
に
行
っ
た
こ
と
も

な
い
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

小
松
蒼
生
（そ
う
）
さ
ん
（中
１
）
は
、

「ホ
タ
テ
を
獲
る
た
め
に
、
多
く
の
漁

師
さ
ん
た
ち
が
協
力
し
て
い
る
姿
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
な
が

ら
、
ホ
タ
テ
の
養
殖
に
は
海
の
環
境
づ

く
り
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

青
森
県
蓬
田
村
立

蓬
田
（奢
芝
）中
学
校

た
。ま

た
、
蓬
田
村
で
は
農
業
も
盛
ん
で

ト
マ
ト
の
産
地
と
し
て
名
高
い
。
ト
マ

ト
栽
培
農
家
の
協
力
に
よ
り
農
作
業
体

験
す
る
過
程
で
、
良
い
土
と
水
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
生
徒
は
、
地
域

の
美
化
活
動
が
村
の
支
え
や
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
体
感
し
て
い
る
。
・

同
校
は
村
で
唯

一
の
中
学
校
で
、
生

徒

一
人
ひ
と
り
に
寄
せ
る
住
民
の
思
い

は
熱
い
。こ
の
声
に
応
え
る
べ
く
、生
徒

は
地
域
の
財
産
を
守
り
抜
く
と
い
う
強

い
決
意
で
挑
ん
で
い
る
。

（
つ
づ
く
）

漁
業
体
験
通
じ
海
の
環
境
づ
く
り
に
励
む

20年以 上続 くアノノミ缶・
古紙 回収活動 の環子

住民 と交流 しなが ら取 り組 む

地域清掃活動

漁船 に乗 って養殖 ホ タテの

水揚 げ体験 をす る生徒

清 涼 飲 料 や ビ ール な ど の 飲 料 業 界 6団体 で 構 成 す る 公 益
社 団 法 人 食 品 容 器 環 境 美 イヒ協 会 (会長 =那 須 俊 一 )が、 地 域
と協 働 で 環 境 美 化 活 動 を行 う小 ・ 中学 校 等 を支 援 し よ う と

始 め た 、 環 境 美 化 教 育 優 良 校 等 表 彰 事 業 。 23回 を数 え る今
年 は 、 全 国 の 都 道 府 県 よ り推 薦 され た 小 0中学 校 等 29校の
中 か ら、最 優 秀 校 4校が 決 定 した 。受 賞 校 の 優 れ た 活 動 を 2回
に 分 け て 紹 介 す る。

*「第 23回環 境 美 化 教 育 優 良 校 等 表 彰 式 」は 1月 27日 15時
半 か ら、浅 草 ビ ュ ーホ テ ル (東京 都 台 東 区 )で 開 催 され る 。
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使
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た

「南
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ン
バ
ト
グ

一
や

［
く
嘔
当
の
野

テ
リ
．フ
レ
ー
ト

雪
印
メ
グ
さ

印
北
海
道
バ
タ

ー
ド
プ
ロ
モ
ー

タ
ー
と
わ
た
し

ン
」
を
、
１
月

し
て
い
る
。

バ
タ
ー
の
魅

識
し
て
も
ら
燎

北海道バターとバレンタイン
ン14はが 1鶉 日間 ピロ ^′ バ ト 11 ん

-
昴 産


